






















































生産（製造）─ 流通 ─ 消費
出所）林周二「流通」日本経済新聞社、昭和57年、19頁。
図２　廃棄物流通のフロー（負の財の流通）
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物流業
貨物運送業
運搬業
旅客運送業
うことにしたい19。特に、物流という用語と、輸送という用語とは明らかに概念的に異な
る。すなわち、物流が全体を包括する概念であるのに対して、輸送は物流に包含される概
念であり、その下位概念だということである。
また斉藤実に従えば、物流と運輸とは全く別の言葉ということになる。斉藤は「運輸業
と、比較的新しい物流業は、どこがどう違うのだろうか」というように述べて、両者の違
いを暗示している20。つまり、斉藤は両者が異なるということを前提にして、説明を展開
しているのである。そして斉藤は図7のような捉え方を提示している。
図7からも明らかなように、斉藤は、運輸はヒトの輸送も含むのに対して、物流はモノ
の輸送のみを対象とすると考えている。そこから、仕事、すなわち業としての運輸業は旅
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19 ここでの議論の多くは、斉藤実「よくわかる物流業界」日本実業出版社、2003年、20頁～21頁に全面的
に依拠した。ただ注意しなければならないのは、本書はあくまでもビジネス書あるいは入門書であって、
学術書でないという点である。用語の定義等に関して、必ずしも厳密な検討がなされていないのである。
とは言え、世間一般の用法に近いのもこれまた事実である。例えば斉藤は「物流というのは比較的新しい
．．．．．．．．．．．．．
用語だ
．．．
。そして物流を業とする物流業という用語も、最近ようやく定着してきた言葉であり
．．．．．．．．．．．．．．．．．
、一昔前まで
．．．．．
はあまり使われなかった
．．．．．．．．．．．
。以前は運輸業という言葉が主に使われていた（傍点筆者）」というように述べ
ている。もっとも筆者は斉藤のこのような考え方には賛同できない。というのは、物流というのは筆者の
研究によるとそれほど新しい言葉ではないからである。また一昔前には使われていなかったと述べている
が、業界用語としてすでに長期間にわたって用いられていたものである。況や学会においては頻繁に使わ
れていた言葉である。ただ、当初は物流と言わずに物的流通と称していた。言うまでもなく、物的流通と
は英米語physical distributionの訳語である。それがいつしか物流と略称されるようになったのである。
しかし、そのような略称が流布されるようになったのも最近のことではない。かなり以前より、具体的に
は20年近く前から用いられていた言葉である。その点でも、このような斉藤の指摘には賛同できないわけ
である。
20 斉藤、前掲書、20頁。
客運送業と貨物運送業よりなるという捉え方を提示するわけである。このような斉藤の分
類は輸送対象が何であるかに基づいて、整理していることが明白である。つまり、輸送対
象がヒトかモノか、ということである。
また斉藤は、貨物運送業が即、物流業ではないとしている。斉藤の言葉を借りれば、
「では、これらの貨物運送業がイコール物流業なのかといえば、そうではない」というこ
とになる21。斉藤は貨物輸送だけが物流業の仕事ではないと考えている。保管や荷役、さ
らには在庫管理や流通加工などの業務を遂行するのが、物流業だというのである。斉藤の
このような物流、ひいては物流業の捉え方は、既述の機能についての検討からもみても、
ごくオーソドックスなものである。すなわち、ごく一般的且つ常識的な捉え方と言ってよ
い。
斉藤の捉え方にもみるように、物流と運輸は確かに明確に区別できるが、その他の言葉
についてはどうであろうか。運輸、輸送、配送、配達、運送、運搬等はどうかということ
である。まず運輸だが、広辞苑によれば「旅客及び貨物を、主として鉄道・自動車･汽
船・航空機によって運び送ること」というように説明されている。このような広辞苑の説
明は斉藤による捉え方とマッチしている。むしろ広辞苑の説明により、斉藤は整理したと
も言える。
言うまでもなく、「運」というのは運ぶと読み下すことができるし、他方、輸の語源は
「移す」ということを意味しており、車でものをはこぶことを指していると言われている22。
すなわち、ものを車などで運ぶことを運輸と呼んでいるのである。しかも、「運」も「輸」
も共に、運ぶという行為を表現する言葉なのである。つまり同様の行為を表現する、ある
いは同様の語源を有する言葉を繋げたものと言えよう。また、今は廃止されたが、運輸省
という用いられ方にみるように、実践的な事柄を表現するために用いられるものでもある。
あるいは運輸業などという用法もそれに近いものである。このように、運輸というのは日
常語しての性格を強く持つと言ってもよいだろう。
次に輸送だが、「輸」に関しては既述の通りだが、問題になるのは、「送」ということで
ある。元々は「送る」ということだが、広辞苑によれば本来の意味は「意志的に後からつ
いて行くという意味で、それが転じて、後から心を込めて人に物を届ける」ことだと説明
されている。この説明で興味深いのは「後から」という点である。あくまでも、「送」と
いうのは後からついてくる、あるいは届く物だということである。
流通論の見地から言えば、商流機能の遂行の後、輸送という機能遂行が出現するとも言
える。その点では、やや抽象的事象を表現する言葉だと言ってもよいのかもしれない。こ
のように、運輸同様、輸送も運び、届けることを表現する言葉と考えてよいだろう。ただ、
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21 斉藤、前掲書、21頁。
22 詳しくは貝塚茂樹他編「漢和中辞典」角川書店参照。
運輸よりは若干抽象的色彩の強い言葉と言えよう。それだけに、物流機能の下位機能とし
て、輸送機能という言葉が使われているのではなかろうか。
次に配送だが、「配」とは文字通り配ること、あるいは割り当てることを意味している。
既述の機能との関係で言えば、販売の結果、購入品を配り、送り届けることと言えよう。
それ故、極めて具体的･実践的な言葉でもある。
次に、配達だが、「達」とは元々は「通る」あるいは「通り抜ける」という意味を持つ
言葉だと言われている23。あるいはどこかに「達する」と解することもできる。すなわち、
配り、通り抜けた結果、いずれかに達する行為、と考えることができる。現実的には、購
入商品の配達という用法にもみるように、現実的色彩の濃い言葉である。
次に運送だが、これまでの説明から明らかなように、「運」とは元々は「丸い」とか
「ぐるぐる回り歩くこと」を意味し、転じて運ぶということを指すようになったと言われ
ている24。つまり、運び送ることを指すための言葉だと言ってよい。まさに斉藤が運輸業
を旅客運送業と貨物運送業とに分けた根拠は、存外このようなところにあるのかもしれな
い。
その点でも極めて実践的な色彩の強い言葉である。ただ、運送を運輸の下位概念として
規定してよいかどうかは別の問題である。斉藤のように、運輸業の下位概念として運送業
を当ててよいかどうかに関しては、より厳密な検討が必要だということである。
最後に運搬だが、広辞苑によれば「人や物を運ぶこと」というように説明されている。
また、「搬」の本来の意味も「持ち運ぶ」あるいは「移す」という意味である。すなわち
共に「運ぶ」ということを表現する言葉である。ただ、一般的には車両運搬というように、
現実に即して用いられることの多い言葉である。また、移転に際しての利用手段に際して
用いられることが多いとも言える。
これまで検討したように、人や物の空間的･場所的･地理的移転や移動に関しては様々な
言葉が使用されている。しかもそれらの言葉は使用される状況によって色々な意味合いが
付与されている。斉藤のように、運輸と運送を峻別するのもその一つの例である。また、
財貨の移転や移動の具体性や抽象性によって、言葉を使い分けることもある。例えば、物
流機能の下位機能として輸送機能という言葉を用いた場合がそれである。どちらにしろ、
財貨や用役、さらにはヒトの移転や移動に関して、色々な言葉が使い分けられていること
が明確になった。
なお、場所的･地理的･空間的懸隔を克服する存在が、それを専門の業とする輸送あるい
は運送業者である。すなわち、仕事（業）として、輸送活動に従事する機関なり制度体な
りが存在するのである。殊に、正の財の移転･移動に際しては、専門の業者、例えば輸送
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23 詳しくは貝塚編、前掲書参照。
24 詳しくは貝塚編、前掲書参照。
業者ではなく、卸売業者や小売業者が代行することが多い。配達･配送というのはまさに
そのことを表した言葉である。
他方、本稿で採り上げた廃棄物、すなわち負の財の移転･移動においては、専門業者が
担当するケースが多い。特に、産業廃棄物の移転･移動に関してはそうである。また、一
般廃棄物に関しても、公的機関や委託業者がその機能を遂行するケースが殆どである。言
い換えれば、正の財の移転･移動と異なり、専門業者の活躍する機会が多いということで
ある。それだけに、廃棄物流通における輸送業者の占める地位は高く、及び活動範囲など
はかなり広いと言えるだろう。
おわりに
本稿では、物流や廃棄物流通に関して、それらを巡る概念的な事柄を中心に検討してき
た。流通機能、物流機能、輸送機能などという機能的接近をはじめ、輸送関連用語の異同
などを中心に考察した。
もともと本稿は、筆者が作新学院大学大学院に提出した修士論文を加筆・修正ものであ
る。修士論文における筆者の問題意識は、廃棄物を単なるゴミではなく資源として捉え、
廃棄物となったものを再び資源にする、ということであった。
当然のことだが、そのような資源の再利用や循環型社会実現のためには、再利用・使用
を織り込んだ財の生産や、廃棄物の中にある資源の取り出しなどが必要である。特に資源
の少ない我が国においては、廃棄物の再利用、再生利用を含めた「再資源化」こそが将来
における喫緊の課題だろう。
また、廃棄物流通においては物流が果たす役割も決して小さくはない。廃棄物流通を論
じる場合、物流、とりわけ輸送なくしては、財の再利用や再生利用が不可能とさえ考えら
れる。言い換えれば、負の財の再利用などのためには空間的、場所的、地理的懸隔の克服
が必要不可欠なわけである。
何故ならば、負の財の発生は広範にわたり、それらを収集・集荷するための機能遂行、
ひいては輸送が求められるからである。しかもそれら機能の遂行者である輸送業が、負の
財の収集において大切な役割を遂行しているのは論を俟たない。その点では、機能として
の輸送、機関としての輸送業者は廃棄物流通の要をなしているとも言える。輸送業者は新
しい価値創造や再生へと大きく貢献しているのである。
なお本稿において十分に検討できなかった事柄も数多い。特に、廃棄物流通の実態につ
いての分析については紙幅の関係から割愛することになってしまった。これらの点につい
ては次稿以降の課題としておきたい。
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